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2026年９月期第２四半期（中間期）業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2025年11月14日に公表しました2026年９月期第２四半期（中間期）累計期間の連結及び個別の

業績予想を、下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

１．2026年９月期第２四半期（中間期）連結業績予想数値の修正（2025年10月１日～2026年３月31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

中間純利益 

1株当たり 

中間純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

3,016 
百万円 

296 
百万円 

302 
百万円 

202 
円 銭 

62.50 

今回修正予想（B） 3,159 387 394 270 83.35 

増減額（B-A） 142 90 91 67 － 

増減率（％） 4.7 30.4 30.1 33.4 － 

（ご参考）前第２四半期実績 

（2025年９月期第２四半期） 3,024 324 330 223 69.05 

 

２．2026年９月期第２四半期（中間期）個別業績予想数値の修正（2025年10月１日～2026年３月31日） 

 売上高 経常利益 中間純利益 
1株当たり 

中間純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

2,628 
百万円 

277 
百万円 

186 
円 銭 

57.41 

今回修正予想（B） 2,777 367 253 78.07 

増減額（B-A） 148 89 67 － 

増減率（％） 5.7 32.3 36.0 － 

（ご参考）前第２四半期実績 

（2025年９月期第２四半期） 2,577 309 211 65.09 

 

３．業績予想修正の理由 

 第２四半期（中間期）の業績につきましては、持続的な成長基盤として注力してきた「岐阜造園アカデ

ミー」による人材育成や生産性向上への取り組みが結実するなか、事業面において大手ハウスメーカーと

の強固なパートナーシップを背景とした高付加価値な提案が奏功し、ガーデンエクステリアの受注単価お

よび利益率が向上しております。また、ランドスケープにおいても、中部地区の大型商業施設や関東地区

の高級リゾートホテルにおける造園緑化工事の施工が、当初の計画を上回るペースで順調に推移し完工に

至ったこと等により、売上高及び各利益は当初予想を上回る見込みとなりました。 

 なお、2026年９月期通期の連結および個別業績予想につきましては、現時点で修正は行っておりません

が、今後修正の必要が生じた場合には速やかに公表いたします。 

以 上 


